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 １ 計画策定の主旨  

 近年、少子高齢化や核家族化が急速に進行している中で、家族や地

域で相互に支え合い、助け合う機能が弱体化しつつあります。  

このことにより、地域住民相互の繋がりが希薄化するなど、地域社

会が変容しています。  

みなかみ町においても、高齢者単身世帯及び高齢者のみの世帯が年

々増加しています。  

そこで、子どもから高齢者まで、年齢や障害の有無、性別に関わら

ず、だれもが住み慣れた身近な地域で安心して充実した生活を送れる

社会を構築する必要があります。  

そのためには、現行の福祉サービスはもとより、地域における支え

合い、助け合う態勢を強化していくことが大切です。  

そこで、みなかみ町では、地域住民の皆さんの参画・協力を得なが

ら、地域における生活課題を解決していく取り組みを進めていくため

に、本計画を策定します。  

 

 

         

  ２ 地域福祉とは  

         地域福祉とは、住民の誰もが住み慣れた地域で安心して生活ができ  

るように地域の人と人とのつながりを大切にし、お互いに助け合い  

ながら幸せな生活がおくれるような地域を創るため、地域住民や行  

政、社会福祉関係者等が協力して地域全体を支えていくことです。  

          社会福祉法第４条では、地域住民、社会福祉を目的とする事業を  

経営する者及び社会福祉に関する活動を行う者は、相互に協力し、  

福祉サービスを必要とする地域住民が地域社会を構成する一員とし  

て日常生活を営み、社会、経済、文化その他あらゆる分野の活動に  

参加する機会が与えられるように、地域福祉の推進に努めなければ  

ならないと規定されています。  

  

第１章 計画作成にあたって  
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   ３  計画の趣旨と位置づけ  

 

地域福祉計画  

 みなかみ町地域福祉計画は、社会福祉法第１０７条に基づく「市町村

地域福祉計画」であり、地域福祉のあり方や推進に向けての基本的な方

向を定めるものです。  

  また、「第１次みなかみ町総合計画」を上位計画とし、その他関連計

画との整合性を図ります。  

 

地域福祉活動計画  

 みなかみ町地域福祉活動計画は、地域福祉の推進役である社会福祉

協議会が、住民、社会福祉活動団体、社会福祉事業者等とともに、地域

福祉の推進に取り組むための実践計画になります。  

 

地域福祉計画と地域福祉活動計画の一体的策定  

 地域福祉計画と地域福祉活動計画は、地域福祉を進める上で、相互

に協働・連携することが重要であることから一体的に策定します。  
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  ４  計画の内容  

町及び社会福祉協議会が、地域福祉推進の主体である住民等の参加を

得て、支援を必要とする人が地域で安心して生活するために解決すべき

課題の現状を明らかにし、その課題に対応する必要な福祉サービスの内

容や量を確保し、そのサービスを提供する体制を計画的に整備すること

を内容とします。  

 

 

  

   ５   計画の期間  

 本計画の期間は、平成２９年度から平成３３年度までの５年間とし

ます。なお、本計画の上位計画であるみなかみ町総合計画の見直しや計

画期間中に法改正等があった場合は、必要に応じて見直しを行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       ※ 社会福祉法第１０７条（市町村地域福祉計画）  

            市町村は、地域福祉の推進に関する事項として次に掲げる事項を  

一体的に定める計画（以下「市町村地域福祉計画」という。）を策  

定し、又は変更しようとするときは、あらかじめ、住民、社会福祉  

を目的とする事業を経営する者その他社会福祉に関する活動を行う  

者の意見を反映させるために必要な措置を講ずるよう努めるととも  

に、その内容を公表するよう努めるものとする。  

 

          （１）地域における福祉サービスの適切な利用の推進に関する事項  

          （２）地域における社会福祉を目的とする事業の健全な発達に関する事項  

          （３）地域福祉に関する活動への住民の参加の促進に関する事項  

 

 

  

期末評価

５　　年　　間

29年度 30年度 31年度 32年度 33年度

みなかみ町地域福祉計画

みなかみ町地域福祉活動計画
中間評価
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１ 統計からみる現状  

（１）人口の動向  

        人口推移をみると、町全体の人口は減少傾向にあります。人口構  

成比を見ますと、年少人口および生産年齢人口の減少傾向に比し、  

６５歳以上の人口は構成比、人口比とも増加傾向にあり、高齢化が  

進んでいることがわかります。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（単位：人）  

各年齢層の総人口に対する割合  

 

 

 

 

（単位：％）  

 

資料：住民基本台帳（各年３月末日現在）  

第２章 みなかみ町の現状と課題  

平成23年 平成24年 平成25年 平成26年 平成27年
10.1 9.7 9.5 9.3 9.0
58.4 57.5 56.7 55.7 55.0
31.5 32.8 33.8 35.0 36.0

年少人口(0歳～14歳)
生産年齢人口(15歳～64歳)

老齢人口(65歳以上)

平成23年 平成24年 平成25年 平成26年 平成27年
2,184 2,072 1,994 1,904 1,802

12,698 12,229 11,850 11,412 11,038
6,845 6,984 7,071 7,180 7,236

21,727 21,285 20,915 20,496 20,076

年少人口(0歳～14歳)
生産年齢人口(15歳～64歳)

老齢人口(65歳以上)
総人口
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男女別・年齢別の人口構成（平成２８年６月３０日現在）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（単位：人）  
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（２）ひとり暮らし高齢者数の状況  

本町のひとり暮らし高齢者数は年々増加しており、平成２７年度  

では１，０６２人と平成２３年度に比べ９７人増加しています。  

また、男女別の割合を比べると平成２７年度では女性が７１４人  

で全体の６７．２％となっています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（単位：人）  

 

資料：ひとり暮らし高齢者基礎調査（各年３月末日現在）  

  

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

男性 289 300 314 333 348
女性 676 703 697 709 714
計 965 1,003 1,011 1,042 1,062
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（３）要支援・要介護認定状況  

本町の介護保険第２号被保険者（４０歳から６４歳）及び介護保険   

第１号被保険者（６５歳以上）の要支援・要介護認定者数は、平成２  

７年度に１，６１０人となり、平成２３年度と比べ２６１人（１９． 

３％）増加しています。  

また、要介護等認定率（第１号被保険者に占める認定者数の割合）

は、平成２７年度では２１．６％と平成２３年度に比べ２．４％増え

ています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（単位：人）  

資料：介護保険事業状況報告（各年３月末日現在）  

  

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度
要支援１ 264 251 281 279 316
要支援２ 170 219 208 241 230
要介護１ 262 296 275 285 329
要介護２ 188 188 223 223 204
要介護３ 174 164 182 194 188
要介護４ 137 155 178 199 171
要介護５ 154 157 143 167 172
合 　　計 1,349 1,430 1,490 1,588 1,610
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（４）障害者の状況  

      障害者手帳所持者数は、平成２３年の１，２６４人から平成２７年  

には１，３１６人と５２人の増加となっています。身体障害者手帳の  

所持者数は１０人の増加、療育手帳の所持者数は１４人の増加、精神  

障害者の保健福祉手帳の所持者数は２８人の増加となっています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     （単位：人）  

 

資料：各年３月末日現在実績値  

  

平成23年 平成24年 平成25年 平成26年 平成27年
1,041 1,017 1,020 1,023 1,051

165 172 179 183 179
58 66 67 77 86

1,264 1,255 1,266 1,283 1,316

身体障害者手帳（身体障害者）
療育手帳（知的障害者）
精神障害者保健福祉手帳（精神障害者）

合計

-8-



（５）生活保護の状況  

本町の生活保護受給者数および世帯数の推移をみると、受給者数・ 

世帯数ともに年々増加傾向にあり、受給者数は平成２３年度の７１  

人から平成２７年度には１０７人と３６人増加しています。世帯数  

は６２世帯から８６世帯と２４世帯増加しています。  

また、総人口に対する保護人員比率（保護率）については、平成２  

３年度の０．３３％から平成２７年度には０．５３％に増加してい  

ます。群馬県の値と比較すると、平成２３年度は５割であったのが、 

平成２７年度には７割以上の値にまで増加している状況となってい  

ます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（単位：人／世帯）  

 

 

 

 

 

 

 

資料：生活保護事業状況報告（各年３月末日現在）  

 

（世帯） （人） 

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

71 87 93 102 107
62 73 78 81 86

みなかみ町 0.33 0.41 0.44 0.50 0.53
群馬県 0.66 0.67 0.07 0.74 0.75

被保護者数
被保護世帯数

保護率（％）
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２ アンケートからみる現状  

 
（１）町民アンケート調査結果より（平成２８年４月）  
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-14-



 （２）高齢者アンケート調査結果より（平成２６年１０月）  
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   ６５歳以上の方では、転倒する不安の大きい人は全体の３３．６％です。 
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３ 地区別懇談会からみる地域の課題 

 

項 目 要望・課題 

いきいきふれあい

サロンについて 

・もっと広く知ってもらった方がいい 

・欠席した人の心配が見守りにつながる 

・参加者の変化に気づける（物忘れなど） 

・世話役の負担が大きい 

・常設可できればいい 

・高齢者に限らず子どもなども寄って世代間交流

ができればいい 

・空き家を使ってもっと広げよう 

・歩いて行ければいい 

・温泉を活用できないか 

・介護予防サポーターが活躍できないか 

 

関係機関 連携 ・社協と役場の連携 

・一人の人に民生委員、役場、保健福祉事務所、

社協など入れ替わり立ち替わり関わっているが

連携が必要。 

 

見守り ・民生委員、新聞配達、宅配業者、郵便局、ＪＡ、

商工会等の安否確認情報の共有化 

 

雪対策 ・家から出られない人もいる 

・デイサービスの送迎、訪問サービスにも支障、

イベント的に雪かきをしたらどうか 

 

生きがい ・元気高齢者の「手助け」 

・老人クラブの健康増進活動（スポーツ、レクリ

エーション） 

 

災害時要配慮者 ・役場部署、社協等情報連携 

・地域でどう対応すればよいかわからない 

・区、民生委員、消防、行政など横のつながり 

 

地域交流・支援 ・転入者との交流ができればいい 

・防災訓練などを通じて地域の人と顔見知りにな
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れればいい 

・伝承活動を通じた交流ができればいい 

・自然と認知症の方を助けている 

・回覧板の手渡しでお互いに安心できる 

・電球の交換など細かな困りごとを近所で当たり

前にできている地区もある。依頼が来る 

・伍長組が福祉的な共助の組織になればいい。 

・そば打ちで交流会をしている。 

・孤独死を無くしたい 

 

買物、外出支援 ・移動販売ができないか 

・福祉有償運送がもっと使えればいい。 

・買物支援が必要 

・歩いては食材を買いに行けない 

・商店のお迎えサービスなどに助成するとか言っ

た方法も考えてもらいたい。 

・高齢者には地区行事にも送迎がないと出かけら

れない 

 

ボランティア活動 ・福祉ボランティアは高齢者が多い 

 

福祉ゴミ袋 ・65 歳以上一人暮らしに配布しているが、年齢

要件は適当か？ 

・一律配布の見直しなど必要と考える。 

・それよりも生活困窮者への配布、紙おむつを使

っている家庭への配布などに等にした方がいい

のではないか。 

 

生活困窮 ・福祉サービスの利用料金が負担できない 

 

シルバー人材 ・もっと宣伝しよう 

 

相談 ・「困ったときにはここに相談すれば」という場所

がわからない。 

 

過疎対策 ・農地の草刈り、保全 
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１ 基本理念 

  

 「誰もが安心でき安全でゆとりを感じるまち」  

 

   みなかみ町地域福祉計画及びみなかみ町地域福祉活動計画では、「誰もが  

安心でき安全でゆとりを感じるまち」を基本理念としました。この基本理  

念は、第 1 次みなかみ町総合計画の基本目標の一つでもあります。住民  

同士が支え合い、助け合う中で、安心や安全、ゆとりを感じながら、健康  

で生きがいをもって暮らすことのできるまちづくりをめざしています。  

  

２ 計画の基本目標 

 

みんなが いきいき ゆとりあるまちづくり  

 

   住民それぞれが福祉や健康に関心を持ち、参加することで心身ともに  

いきいきし、うるおいのある心豊かに過ごせるまちをめざします。  

 

 

なかまと つくる 安心できるまちづくり  

 

   地域の支え合い、助け合いにより安心して生活できるまちをめざします。 

 

 

みまもり 支える 安全なまちづくり  

 

   地域や、福祉のネットワーク、公共的なサービスを充実させ支援が必要に  

なっても安全なまちをめざします。  

  

  

第３章 地域福祉推進の基本的な考え方  
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３ 計画の体系 

 

基本理念 基本目標 基本計画  

誰
も
が
安
心
で
き
安
全
で
ゆ
と
り
を
感
じ
る
ま
ち 

みんなが いきいき 

ゆとりあるまちづくり 

健康づくりをしよう  

生きがい活動をみつけよう  

福祉について理解しよう  

なかまと つくる 

安心できるまちづくり 

地域で支え合おう  

ボランティア活動をしよう  

災害に備えよう、災害時に  

助け合おう  

みまもり 支える 

安全なまちづくり 

困ったら相談しよう  

福祉サービスを充実させよう  

福祉・医療・保健等関係  

機関で連携して安心できる  

町にしよう  
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地域福祉計画・地域福祉活動計画 

 

みんなが いきいき ゆとりあるまちづくり  

 

① 健康づくりをしよう    

 

〇現状と課題                            

健康づくりのために食事や栄養に気をつけて生活している方が  

多くいます。その一方で、運動やスポーツに取り組んでいない方も  

います。  

本町では、各種検診や保健師や栄養士による相談支援をおこな  

っています。また、社会福祉協議会が受託して高齢者向けの健康  

教室を各地で展開しています。  

 

〇住民の役割                            

・１週間に１回は運動する機会を作りましょう。  

 

〇社会福祉協議会の役割                       

・公民館等で高齢者向けの健康教室を定期的に開催します。  

（重点目標１）  

・地域の健康教室にレクリエーション器具等を貸し出します。  

・介護保険外の通所型サービスを受託して実施します。  

 

〇町の役割                             

・地域の特性を活かした組織の育成や活動場所を提供します。              

・身近で手軽に健康づくりができる環境を整備します。  

・出生から高齢期に至る健康保持、増進等のため各種健康診査体制  

の充実を図り、心身の健康管理や疾病予防対策を推進します。  

 

  

② 生きがい活動を見つけよう 

 

〇現状と課題                            

町民アンケートでは生きがいを感じている人は年齢を問わず多  

くいます。高齢者へのアンケートでは知識や経験を活かして働くこ  
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とや趣味やスポーツ、生涯学習などの機会を求めています。本人の生  

きがい活動を社会的な活動に結びつける仕組みが求められます。  

 

〇住民の役割                            

・自分に合った活動の場を見つけ積極的に参加しましょう。  

 

〇社会福祉協議会の役割                       

・老人クラブ活動の安全パトロールや清掃活動の活動などをさらに  

推進して生きがいの高揚に努めます。  

・シルバー人材センターを活性化して、高齢者の活動の機会を増や  

します。  

・趣味活動や伝統活動などのグループを支援します。  

 

〇町の役割                             

・高齢者や障害のある方が地域の一員として積極的に社会参加し ,  

・生涯学習・  地域社会活動・世代間交流・スポーツ活動などの充実  

と場所の確保等を推進します。  

・高齢者や障害のある方が安心して生活を送ることができる環境づ  

くりを推進します。  

 

  

③ 福祉の理解を深めよう    

 

〇現状と課題                            

町民アンケートでは、テーマを持って学習活動に取り組んでいる  

方は多くいません。地域では育児、介護、障害、貧困など様々な課題  

が多くあります。地域住民で支え合っていく社会が求められる今、福  

祉に対する理解と協力が求められます。  

 

〇住民の役割                            

・講習会や研修会に参加して福祉活動の理解を深め、自分のできる  

活動を見つけましょう。  

 

〇社会福祉協議会の役割                       

・町内の全小中学校と連携して福祉教育の推進に努めます。  

・婦人会や老人クラブ等と連携して多世代の交流を深め、顔の見え  

る地域をつくります。  

-24-



・福祉ふれあいフェスティバル等イベントを通じて福祉の啓発に  

努めます。  

・各種講習会や体験活動を開催して福祉の活動を広めます。  

 

〇町の役割                             

・学校、家庭、関係機関・団体、地域が連携し、高齢者や障害のある  

方、幼児などとの交流事業や福祉に関する体験学習を実施し、小さ  

い頃から福祉のこころを育む活動を推進します。  

・地域・学校・家庭において人権意識の啓発、人権教育の充実を図り  

ます。  

 

なかまと つくる 安心できるまちづくり  

 

① 地域で支え合おう    

 

〇現状と課題                            

地域住民が地域の課題を「我が事」として主体的に解決のために協  

力していく地域づくりが全国で求められています。町内でも従来  

からの近隣の助け合いによる活動が多く見られます。今後高齢化  

や少子化により、ますます住民と行政等の共同による安心して生  

活できる体制づくりが必要となってきます。  

 

〇住民の役割                             

・回覧板を手渡しましょう。  

・地区の行事に積極的に参加しましょう。  

 

〇社会福祉協議会の役割                        

・いきいきふれあいサロンの充実を図ります。  

・地域に福祉協力員を設置します。  

・福祉座談会を開催して地域の支援体制の構築を図ります。  

・商店等と連携して地域の安全安心体勢の構築に取り組みます。  

・地域活動と専門的な支援を結びつけて生活課題を解決するため  

・生活支援コーディネーターを配置します。  

 

〇町の役割                              

・地域で支援を必要としている人を地域全体で見守りを行い、問題  
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の早期発見につなげ、関係機関との連携を図り適切な対応ができ  

るように見守り体制の整備を図ります。   

・児童・高齢者・障害のある方への虐待や配偶者等からの暴力（DV） 

を地域の見守りで早期発見に向けて支援を行います。  

・地域ぐるみで子どもの見守り活動を推進します。  

・男女がそれぞれ協力して地域支援に取り組めるよう男女共同参画  

社会の環境を整えます。  

  

② ボランティア活動をしよう    

 

〇現状と課題                             

町民アンケートでは家事や雪かきなどを手伝うことや困り事など  

相談や話し相手になるなど近隣での助け合いがみられます。これ  

からの社会では近隣の相互の助け合いが必要であるほか、小地域  

の社会資源として助け合う仕組みづくりも求められます。個々の  

ボランティアの活躍と組織的な活動も必要となってきます。  

 

〇住民の役割                             

・自分ができる福祉活動・地域活動を見つけて参加してみましょう。 

・赤い羽根共同募金に協力しよう。  

 

〇社会福祉協議会の役割                        

・支援が必要な人の把握をして、ボランティアを派遣します。  

・ボランティアセンターの機能を強化します。  

・ボランティア講座を開催します。  

・ボランティアコーディネーターを設置します。  

 

〇町の役割                              

・ボランティア団体の育成や情報の提供など、住民が地域福祉に参  

加できる体制づくりを推進します。        

・さまざまな分野におけるボランティアの確保や組織化のための取  

り組みを支援します。  

・ボランティアセンターの機能強化に向けた支援をします。   
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③ 災害に備えよう、災害時に助け合おう    

 

〇現状と課題                            

災害はいつでもどこでも起こるものと考えられるようになりまし  

た。町でも水害や雪害など災害の恐れがあります。被害者を出さな  

いために町の防災体制の整備と住民の助け合いが必要になりま  

す。自分では避難できない方を守る方法を事前に整えておく必要  

があります。  

 

〇住民の役割                            

・日頃から家族で避難場所などの確認をしましょう。  

・旅行など留守にするときは隣近所に一声かけていきましょう。  

 

〇社会福祉協議会の役割                       

・要配慮者の把握に努めます。  

・町、消防等と連携して災害時の支援に備えます。  

・防災教室（訓練）を開催します。（重点活動２）  

・災害ボランティアの事前登録をします。  

 

〇町の役割                             

・避難行動要支援者名簿を整備し、災害時自ら避難することが困難  

な方に対して避難支援・安否確認体制の整備を図ります。   

・要配慮者の避難生活の負担を軽減するため福祉避難所を設置しま  

す。   

 

みまもり 支える 安全なまちづくり  

 

 

① 困ったら相談しよう    

 

〇現状と課題                            

生活様式、社会構造の変化にともなって生活課題も多様化し、子育  

てや介護、障害、就労などの課題が絡み合うなど複合的な課題が生  

まれてきました。分野ごとの相談では対応できず、総合的な支援が  

必要になっています。そのための体制整備が求められています。  
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〇住民の役割                            

・心配なことがあったらまずは近所に相談しましょう。  

・気になることがあったら社会福祉協議会に相談をしましょう。  

 

〇社会福祉協議会の役割                       

・生活困窮者自立支援事業を実施します。  

・民生委員・児童委員、人権擁護委員、行政相談員等の協力により相  

談所を開設します。  

・通帳管理などを行う日常生活自立支援事業を実施します。  

・成年後見制度の取り組みを検討します。  

・虐待防止に努めます。  

・生活福祉資金の貸付相談をします。  

・社会福祉協議会の幅広い業務を活かした生活支援のために情報提  

供や相談支援を充実します。（重点活動３）  

 

〇町の役割                             

・福祉サービスの情報提供や相談支援の充実を図ります。  

・地域や民生委員・児童委員など身近な地域における相談体制の  

充実を図ります。   

・生活困窮者の自立支援に向けての相談窓口の機能の充実と関係機  

関との連携を図ります。  

・不登校やひきこもり等の相談支援と関係機関との連携を図ります。  

 

② 福祉サービスを充実させよう    

  

〇現状と課題                            

制度では対応しきれない介護、制度ではできないちょっとした生  

活支援、子どもが病気でも休めないなど必要と思われるサービス  

が足りないといったことや、出かけたいけどバス停が遠くて行け  

ないなどの課題があります。支援体制の整備や新しいサービスの  

開発を地域で生み出していく必要があります。  

 

〇住民の役割                           

・認知症サポーター養成講座などの研修会に参加しましょう。  

・サロン活動などに参加しましょう。  
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〇社会福祉協議会の役割                      

・介護予防サポーターと連携して介護予防事業を推進します。  

・サロン運営者と協力してサロン活動を活性化させます。  

・認知症カフェの開設や認知症サポーターと連携するなど相談態  

勢、見守り態勢を整えます。  

・移動販売等買い物支援の充実を図ります。  

・福祉有償運送の充実を図ります。  

・除雪ボランティアの育成を図ります。  

・母子福祉、障害者福祉団体の活動を支援します。  

・赤い羽根共同募金、歳末助け合い募金を活用して新たなサービス  

の展開を図ります。  

 

〇町の役割                             

・地域で必要とされる福祉サービスの充実を図ります。  

・ファミリーサポート事業など子育て支援の充実を図ります。  

・日常生活に支援が必要な高齢者や障害のある方が安心して生活が  

おくれるよう権利擁護の普及と啓発を行います。  

 

③ 福祉・医療・保健等関係機関で連携して安心できる町にしよう 

 

〇現状と課題                            

子ども・高齢者・障害のある方など全ての人々が地域、暮らし、生  

きがいをともに創り、高めあうことができる「地域共生社会」の実  

現が求められています。地域住民の参加とともに、公的なサービス  

が協働していく必要があります。地域住民の課題に多面的に支援  

ができるよう専門機関の円滑な連携が重要となってきます。  

 

〇住民の役割                            

・事業者等が開催する講習会や研修会に参加しましょう。  

・新しい仕組みを考えて社協に伝えましょう。  

 

〇社会福祉協議会の役割                       

・みなかみ町介護・医療事業者の会の事務局として地域包括ケアシ  

ステム構築に協力します。  

・町内の社会福祉法人の連絡会を組織して町民の福祉向上に努めま  

す。  

・町内外の関係機関と連携して町の福祉向上に努めます。  
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・社会福祉協議会の幅広い活動により多様なサービスの展開を図り  

ます。  

 

〇町の役割                             

・高齢者や障害のある方がいつまでも住み慣れた地域で安心して生  

活できるよう地域全体で支える体制づくりを推進します。  

・福祉・医療・保健等関連機関との連携を強化し、高齢者の地域包括  

ケアシステムの構築及び障害のある方の地域生活支援拠点の整  

備、地域子育て支援拠点事業の充実を図ります。    

-30-



４ 重点施策 

「社会福祉協議会では、基本目標ごとに 

重点事業を設定して活動に取り組みますます。」 

(１） みんなが いきいき ゆとりあるまちづくり    

 

 

 

(２) なかまと つくる 安心できるまちづくり     

 

 
 

 

(３) みまもり 支える 安全なまちづくり       

   

重点目標　　１　　公民館等で高齢者向けの健康教室を定期的に開催します。

29開催地区 2617 20 23

33年度年　　度 29年度 30年度 31年度 32年度

重点目標　　２　　防災教室（訓練）を開催します。

3 3 3開催地区 1 2

年　　度 29年度 30年度 31年度 32年度 33年度

法律相談 実施

心配ごと相談 実施

在宅介護相談 実施

生活困窮者支援事業 実施

総合的な相談支援 検討 実施

成年後見事業 検討 育成 実施

重点目標　　３　　社会福祉協議会の幅広い事業を活かした生活支援のために情報提供や
　　　　　　　　　　  相談支援を実施します。

年　　度 29年度 30年度 31年度 32年度 33年度
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